
中海の利活用に関するワーキンググループの検討状況について 

平成２３年３月２３日 
 

【ワーキンググループ概要】 

 

  趣旨：関係機関が集まり、ともに未来に向かって中海の豊かな自然の恵みを活用、継承してい 

くための取組を考え、「利活用アイデア」として提案をまとめる。 

 

  参加：鳥取県企画課 水･大気環境課 西部総合事務所県民局 生活環境局 

     島根県政策企画監室 環境政策課 自然環境課 

     中国地方整備局出雲河川事務所 

     中国四国地方環境事務所環境対策課 米子自然環境事務所 

     米子市企画課 境港市地域振興課 

     松江市大橋川治水事業推進課 安来市都市政策課 東出雲町農林建設課 

    （※下線は事務局） 

 

 

【ＷＧ開催経過】 

 

  ○ＷＧ打合せ会 

   日時：平成２２年６月２２日 

   内容：設置の趣旨、参加する機関・部署、検討の方向性等について確認、意見交換。 

   

  ○第１回ＷＧ 

   日時：平成２２年９月２日 

   内容：設置要綱を確認。検討のテーマを協議。 

     （テーマ：一体感の醸成～中海でつながる～ 水面のスポーツ利用～中海に親しむ遊ぶ 

海藻の利用 ～中海で循環する～  食文化 ～中海の恵みをいただく～  

環境学習 ～中海を知る～） 

 

  ○第２回ＷＧ 

   日時：平成２２年１１月８日 

   内容：現在取り組まれている既存事業等を整理。 

      検討の方法を確認し、テーマ毎にアイデア出しの作業へ。 

 

  ○第３回ＷＧ 

   日時：平成２３年３月１７日 

   内容：各機関からの利活用アイデア（たたき台）を集約、方向性について確認。 

      協議した項目は別添のとおり。 

 

 

  ○次回以降（予定） 

   利活用アイデア（たたき台）について、既存事業や既存団体との関わりや実現可能性、 

経費面などについて、ＷＧを適宜開催し、個別具体的に検討していく。 

   次回幹事会で「利活用アイデア」として報告。 
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中
海
圏
域
の
住
民
か
ら
、
中
海
の
賢
明
利
用
企
画
の
提
案
を
公
募
す
る
。
自
然
環
境
と
調
和
し
広
く
圏
域
住
民
が
中
海
の

恵
み
を

享
受
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
分
野
を
問
わ
な
い
。
「
自
ら
実
施
部
門
」
と
「
提
案
部
門
」
を
設
け
、
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
間
口
を
広
げ

る
。
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
は
、
採
否
に
か
か
わ
ら
ず
様
々
な
方
法
で
情
報
発
信
し
、
ム
ー
ド
づ
く
り
を
行
う
。
住
民
自
身

が
、
未
来
志
向
で
楽
し
い
企
画
を
考
え
、
や
っ
て
み
る
こ
と
で
、
中
海
へ
の
関
心
や
気
運
を
盛
り
上
げ
る
。

中
海
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
住
民
活
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
中
海
」
冠
イ
ベ
ン
ト
の
普
及

山
陰
両
県
に
ま
た
が
る
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
大
会
を
両
県
の
連
携
･交
流
の
象
徴
と
し
て
「
中
海
」
の
冠
を
付
け
て

開
催
す
る
。

“全
山
陰
中
海
カ
ッ
プ

”と
銘
打
っ
た
、
バ
ス
ケ
、
サ
ッ
カ
ー
、
ボ
ー
ト
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
系
、
囲
碁
将
棋
、
書
道
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
文
化
系
の
大
会
な
ど
。

中
海
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
憲
章
の
制
定

ス
ロ
ー
ガ
ン
･憲
章
を
制
定
す
る
（
規
範
・
規
律
的
な
も
の
、
理
念
普
及
の
た
め
の
も
の
、
中
海
の
楽
し
み
方
・
遊
び
方
を
ま
と
め
た
中
海

に
親
し
む
た
め
の
も
の
等
）
。
中
海
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
的
な
も
の
を
策
定
す
る
。
策
定
の
過
程
で
は
地
域
住

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
参
画
。

中
海
の
情
報
発
信
の
仕
組
み
づ
く
り

様
々
な
団
体
に
よ
り
多
様
な
方
法
で
実
施
さ
れ
て
い
る
中
海
に
関
す
る
保
全
活
動
や
環
境
教
育
の
取
組
の
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
ト
ー

タ
ル
で
集
約
で
き
る
共
通
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
両
県
連
携
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
る
。
こ
れ
を
運
営
す
る
上
で
の
、
情
報
の
集
約
や
そ
の

還
元
の
方
法
な
ど
、
Ｗ
Ｇ
参
加
機
関
で
智
恵
を
持
ち
寄
っ
て
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。
効
果
的
な
情
報
発
信
が
で
き
れ
ば
、
取
組
へ
の

参
加
者
の
増
加
や
、
効
果
的
な
事
業
実
施
、
ま
た
参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
の
寄
与
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

【
両
県
連
携
事
業
で
Ｈ

23
予
算
化
（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
設
置
）
】

一
体
感
の
醸
成

～
中
海
で
つ
な
が
る
～

【
提
案
の
イ
メ
ー
ジ
】

個
々
の

み
な
さ
ん
の

情
報
も
参
加
も

資
源
活
用
の
自
主
企
画
で

圏
域
に
広
く

取
組
み
を

⇒
結
ん
で

⇒
開
い
て

⇒
盛
り
上
る
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地
域
の
自
然
や
歴
史
的
資
源
を
道
路
利
用
者
が
楽
し
む
地
域
づ
く
り
活
動
「
日
本
風
景
街
道
事
業
（
国
土
交
通
省
）
」
登
録
の
、
宍
道

湖
･中
海
･大
山
圏
域
ル
ー
ト
「
人
間
文
化
の
原
風
景
～
ご
縁
を
つ
な
ぐ
神
仏
の
通
ひ
路
」
を
、
県
境
を
越
え
て
推
進
す
る
。

例
え
ば
、
情
報
発
信
の
場
と
し
て
道
の
駅
な
ど
の
活
用
、
案
内
板
の
充
実
、
沿
線
の
清
掃
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
お
も
て
な
し
活
動

の
展
開
等
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
。

『
日
本
風
景
街
道
』
の
推
進

湖
面
湖
岸
の
利
用

～
中
海
に
親
し
み
遊
ぶ
～

景
観
や
観
光
資
源
に
優
れ
た
中
海
一
帯
を
楽
し
み
な
が
ら
周
遊
す
る
「
中
海
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
を
設
定
、
マ
ッ
プ
化
す
る
な
ど
し
て
Ｐ

Ｒ
を
図
り
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
休
憩
・
展
望
所
な
ど
の
空
間
づ
く
り
、
さ
ら
に
路
肩
整
備
な
ど
の
環
境
整
備
も
視
野
に
入
れ

て
、
「
中
海
＝
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
一
大
メ
ッ
カ
」
を
目
指
す
。
中
海
「
環
境
＝
エ
コ
」
、
心
身
健
康
、
観
光
な
ど
、
い
ろ
ん
な
分
野
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

拡
が
り
が
期
待
で
き
る
。

中
海
周
遊
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
推
進

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
づ
く
り

ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
ボ
ー
ト
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
釣
り
な
ど
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
と
し
て
、
充
実
さ
せ
る
。

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
「
参
加
」
「観
覧
」
と
い
っ
た
活
動
が
楽
し
め
る
エ
リ
ア
に
す
る
た
め
に
は
親
水
空
間
と
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
（
休

憩
ス
ペ
ー
ス
、
駐
車
場
、
水
道
、
ト
イ
レ
等
）

環
日
本
海
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

in
  Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
の
創
設

「
皆
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
の
姉
妹
大
会
と
し
て
「
中
海
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
を
創
設
す
る
。
「
皆
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
の
コ
ー
ス
は
弓
ヶ
浜
半
島

の
日
本
海
側
か
ら
大
山
山
麓
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
中
海
湖
岸
周
遊
コ
ー
ス
」
を
設
定
し
て
、
新
た
な
風
景
（
江
島
架
橋
、
中
海
大
橋
、
風
車
、

大
山
、
中
海
等
）
を
感
じ
、
実
際
に
中
海
を
泳
ぐ
こ
と
で
水
質
を
実
感
し
て
も
ら
う
。
道
の
駅
も
活
用
し
、
「
中
海
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
と
リ
ン

ク
さ
せ
る
（
こ
の
ほ
か
「
泳
ぐ
」
競
技
と
し
て
、
海
、
川
や
湖
な
ど
自
然
の
中
で
泳
ぐ

‘オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス

’な
ど
も
あ
る
）

エ
コ
シ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト

in
  Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
の
創
設

中
海
周
辺
に
は
、
電
気
関
係
の
事
業
や
高
等
教
育
機
関
、
造
船
所
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
等
、
「
電
気
」
に
ま
つ
わ
る
関
連
事
業
が
集
積

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
「
電
気
」
と
「
水
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
中
海
で
利
用
の
多
い
「
小
型
船
」
「
ボ
ー
ト
」
を
対
象
と
し

た
開
発
参
加
型
の
大
会
を
創
設
す
る
（
「
琵
琶
湖
の
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
対
抗
）
。
人
力
発
電
部
門
、
ソ
ー
ラ
ー
船
部
門
な
ど
を
設
け
る

な
ど
趣
向
を
凝
ら
す
。
環
境
対
応
型
の
地
域
産
業
の
振
興
に
も
繋
が
る
、
エ
コ
タ
ウ
ン
エ
リ
ア
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
相
乗
効
果
も
期
待
で
き

る
。 ま
た
、
「
エ
コ
シ
ッ
プ
」
と
い
う
響
き
か
ら
、
「
船
」
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
エ
コ
に
関
す
る
取
組
の
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
行
う
。
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中
海
に
流
入
す
る
河
川
の
藻
狩
り
を
、
県
、
沿
岸
市
町
、
住
民
等
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
会
、
一
般
市
民
、
商
店
街
等
）
が
連
携
・
協
力
し
て
実

施
す
る
。
中
海
へ
の
流
入
負
荷
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
「
水
質
・
環
境
」
へ
の
関
心
を
高
め
る
。

流
入
河
川
域
全
体
で
取
り
組
め
ば
、
負
荷
軽
減
の
効
果
が
上
が
り
、
地
域
間
の
連
帯
も
強
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

中
海
へ
の
流
入
河
川
の
藻
狩
り
体
験

藻
の
活
用

～
中
海
で
循
環
す
る
～

道
路
植
栽
等
へ
の
藻
の
利
用

道
路
や
公
園
植
栽
等
へ
の
土
壌
改
良
に
中
海
や
流
入
河
川
の
藻
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
中
海
の
水
質
浄
化

を
促
進
す
る
。
水
質
悪
化
の
一
因
と
な
る
も
の
を
引
き
上
げ
堆
肥
化
し
、
管
理
公
共
物
等
に
活
用
す
る
と
い
う

環
境
浄
化
サ
イ
ク
ル
の
モ
デ
ル
を
、
行
政
が
積
極
的
に
示
す
こ
と
で
、
意
識
啓
発
と
水
質
改
善
の
促
進
を
図
る
。

海
藻
の
機
能
性
素
材
と
し
て
の
検
証

藻
の
機
能
性
素
材
と
し
て
の
可
能
性
、
産
業
利
用
で
き
る
シ
ー
ズ
と
な
る
か
を
調
査
分
析
す
る
。
回
収
藻
類

の
健
康
食
品
、
機
能
性
食
品
添
加
物
等
へ
の
有
効
利
用
の
可
能
性
な
ど
が
実
証
で
き
れ
ば
新
た
な
産
業
の

創
出
へ
つ
な
が
る
。

【
Ｈ

23
予
算
化
事
業
（
島
根
県
）
あ
り
】

（
※
「
環
境
教
育
」
に
再
掲
）

海
藻
刈
り
に
よ
る
栄
養
塩
循
環
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
構
築

中
海
の
未
活
用
資
源
と
な
っ
て
い
る
海
藻
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
質
汚
濁
負
荷
と
な
る
栄
養
塩
を
湖
外

搬
出
す
る
と
と
も
に
、
除
去
し
た
海
藻
を
産
業
等
へ
の
原
材
料
と
し
て
活
用
し
、
循
環
さ
せ
る
た
め
の
モ
デ
ル
的

な
仕
組
み
の
構
築
を
図
る
。

【
両
県
連
携
事
業
で

Ｈ
23
予
算
化
】

※
藻
の
活
用
に
関
す
る
事
業
：両
県
連
携
事
業
と
し
て
Ｈ

23
予
算
化

『
海
藻
刈
り
に
よ
る
栄
養
塩
循
環
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
構
築
事
業
』
ほ
か

【
両
県
連
携
で
Ｈ

23
予
算
化
事
業
あ
り

（
中
海
で
の
藻
狩
り
イ
ベ
ン
ト
）
】
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中
海
で
取
れ
る
各
種
水
産
物
を
ま
ず
は
、
関
係
自
治
体
職
員
等
が
実
際
に
食
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
海
産
の
水
産
物
へ
の
関
心
を
醸

成
す
る
。
併
せ
て
、
地
域
で
の

P
R
を
進
め
、
地
産
地
消
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
食
文
化
の
形
成
、
水
産
振
興
等
に
向
け
て
の
足
が
か
り
を
掴
む
。

提
供
価
格
に
は
、
「
中
海
環
境
募
金
」
と
し
て
一
定
額
（
５
％
程
度
）
を
上
乗
せ
し
、
中
海
に
関
す
る

N
PO
活
動
等
へ
の
支
援
金
と
す
る
。

中
海
産
の
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
サ
ル
ボ
ウ
貝
等
、
全
国
の
中
で
も
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
は
水
揚
げ
高
の

大
幅
減
少
も
あ
り
、
未
利
用
状
況
。
民
間
で
は
、
宍
道
湖
・
中
海
七
珍
対
決
、
料
理
店
で
の
提
供
の
動
き
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
中
海

産
の
水
産
物
に
対
す
る
関
心
や
、
利
用
は
低
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
広
く
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
、
ま
ず
は
、
圏
域
関
係
庁
舎
食
堂
等
に
お
い
て
、
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
徐
々
に
展
開
し
て
い
く
。
（
藻
を
肥
料
と
し
た
、
米
、
野
菜
や
、
新
規
開
発
の
機
能
性
食
材
等
も
含
む
。
）

中
海
エ
シ
カ
ル
・
フ
ー
ド
の
開
発
・
提
供
～
公
共
施
設
食
堂
等
で
の

中
海
産
水
産
物
を
使
っ
た
中
海
環
境
募
金
付
き
「
中
海
メ
ニ
ュ
ー
」
の
設
定
～

食
文
化

～
中
海
の
恵
み
を
い
た
だ
く
～

ま
た
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
（
オ
ゴ
ノ
リ
、
ハ
ゼ
、
ア
サ
リ
、
マ
マ
カ
リ
等
）
に
も
取
り
入
れ
る
。
な
お
、
子
供
や
、
一
般
か

ら
の
中
海
産
品
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
募
集
、
創
作
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
周
辺
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
提
供
等
も
考
え
ら
れ

る
。
将
来
的
に
は
、
民
間
の
飲
食
店
等
へ
も
拡
大
も
促
す
。

（
島
根
県
藻
刈
り
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
提
供
さ
れ
た

中
海
の
食
材
を
使
っ
た
特
製
弁
当
）

◆
エ
シ
カ
ル
（
ｅ
ｔｈ
ｉｃ
ａ
ｌ）
は
、
本
来

「
倫
理
的
な
」
「
道
徳
的
な
」
と
い
う

意
味
だ
が
、
近
年
「
地
球
環
境
や

社
会
に
配
慮
し
て
い
る
」
と
い
う
意

味
で
使
用
。

◆
「
中
海
」
の
食
材
を
使
用
し
、
食
し

た
代
金
の
一
部
を
「
寄
付
金
」
と
し

て
「
中
海
」
の
環
境
保
全
等
に
還

元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
産
の

自
然
の
恵
み
を
循
環
利
用
す
る

取
組
と
し
て
の
「
中
海
版
エ
シ
カ
ル

フ
ー
ド
」
の
展
開
を
目
指
す
。

漁
業
振
興
の
取
組
：
養
殖
の
研
究

（
鳥
取
県
水
産
試
験
場
で
の
“
サ
ル
ボ
ウ

貝
“
養
殖
試
験
の
様
子
）

（
中
海
市
長
会
の
取
組
：
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
）
～
中
海
市
長
会

H
P
～
）

※
H

23
.1
月
に
は
『
全
国
学
校
給
食
週
間
』に

あ
わ
せ
て

5市
町
の
小
中
学
校
等
で
宍
道

湖
産
シ
ジ
ミ
、
境
湊
産
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
な
ど
を

提
供
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島
根
・
鳥
取
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
宍
道
湖
・
中
海
を
保
全
し
、
有
効
に
活
用
す
る
意
識
を
醸
成
す
る

た
め
、
全
国
各
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
湿
地
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
招
聘
し
、
意
見
交
換
・
事
例
発
表
な
ど
学
習
交
流
会

を
開
催
す
る
。
宍
道
湖
・
中
海
と
共
通
項
（
汽
水
湖
・
渡
り
鳥
・
漁
＝
食
）
を
持
つ
全
国
湿
地
か
ら
招
聘
し
、
相
互
理
解
と
山
陰
両
県
か
ら
の

情
報
発
信
を
進
め
る
。
併
せ
て
、
両
県
に
よ
る
「
賢
明
利
用
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」
に
お
い
て
活
動
発
表
を
行
う
。

こ
ど
も
ラ
ム
サ
ー
ル
全
国
湿
地
交
流
会

環
境
教
育

～
中
海
を
知
る
～

ポ
ス
ト
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
５
周
年
記
念
事
業

(ラ
ム
サ
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業

)と
し
て
宍
道
湖
・
中
海
の
環
境
保
全
・
賢
明
利

用
の
取
組
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
両
県
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
す
る
。
本
年
度
の
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
５
周
年
記
念
事
業
に
よ
る
意

識
醸
成
を
、
単
発
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
両
県
連
携
に
よ
り
取
組
を
継
続
し
て
い
く
。

環
境
負
荷
の
軽
減
行
動
の
指
標
化
～
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

清
掃
活
動
、
藻
の
除
去
、
下
水
道
接
続
な
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
団
体
活
動
や
市
民
生
活
行
動
が
、
中
海
の
水
質
に
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
の
貢

献
を
し
て
い
る
関
係
を
解
り
易
く
す
る
た
め
、
数
値
化
又
は
指
標
化
す
る
。
学
習
教
材
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
反
映
し
、
関
係
性
の
自
覚
と

水
質
環
境
貢
献
行
動
へ
の
や
り
が
い
を
生
む
。

(例
)
海
藻
、
川
藻
の
水
中
か
ら
の
引
き
上
げ

10
0k

g 
⇒
○
○

生
活
排
水
が
流
れ
る
側
溝
の
清
掃

10
0m

 ⇒
○
○

下
水
道
に
接
続

1軒
⇒
○
○

有
機
農
業
化

1反
⇒
○
○

食
べ
残
し
を
排
水
に
直
接
流
さ
な
い

36
5日

⇒
○
○

水
辺
で
遊
ん
で
「
大
切
な
環
境
」
と
感
じ
る
⇒
○
○

等

高
等
教
育
機
関
と
連
携
し
た
人
材
育
成

大
学
と
行
政
が
連
携
し
て
、
中
海
に
愛
着
や
興
味
、
環
境
に
意
欲
が
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
人
材
育
成
講
座
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成

講
座
を
開
催
す
る
。
単
発
で
は
な
く
一
定
期
間
継
続
し
て
開
催
し
、
修
了
者
に
は
証
書
や
称
号
な
ど

(『
中
海
の
達
人
』
『
中
海
案
内
人
』
『
中

海
の
料
理
人
』
な
ど
分
野
に
応
じ
て
）
を
授
与
す
る
。
受
講
者
に
、
中
海
に
関
す
る
「
学
び
」
を
通
し
て
、
生
涯
学
習
的
な
充
実
感
を
得
る
と
と

も
に
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も
ら
い
、
環
境
活
動
等
の
場
で
活
躍
し
て
も
ら
う
。

【
両
県
連
携
事
業
で
Ｈ

23
予
算
化
】

賢
明
利
用
リ
レ
ー
ト
ー
ク

【
両
県
連
携
事
業
で
Ｈ

23
予
算
化
】

中
海
へ
の
流
入
河
川
の
藻
狩
り
体
験

（
※
「
藻
の
活
用
に
」
再
掲
）

【
両
県
連
携
事
業
で
Ｈ

23
予
算
化

（
中
海
で
の
藻
狩
り
イ
ベ
ン
ト
）
】
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中
海
を
両
県
に
ま
た
が
っ
て
周
遊
す
る
観
光
船
の
運
航
支
援
を
、
周
辺
自
治
体
で
連
携
し
て
行
う
。
イ
ベ
ン
ト
的
に
一
定
時
期
に
限
定

実
施
方
法
、
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
な
ど
の
方
法
で
も
、
定
着
す
れ
ば
風
物
詩
的
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

中
海
周
遊
船
の
運
航
支
援

そ
の
他
提
案

中
海
・
宍
道
湖
エ
リ
ア
に
Ｅ
Ｖ
充
電
施
設
を
集
中
的
に
整
備
し
、
観
光
地
を
レ
ン
タ
ル
Ｅ
Ｖ
カ
ー
で
周
遊
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
な
ど
し
て
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を

P
R
。
中
海
の
水
質
と
い
う
環
境
問
題
を
身
近
に
も
ち
、
環
境
へ
の
意
識
も
高
い
中
海
圏
域
で
、
率
先
し
て
環
境
に

優
し
い
Ｅ
Ｖ
車
の
普
及
促
進
に
取
り
組
む
。

・
急
速
充
電
器
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

・
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
、
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
、
マ
ッ
プ
等
を
作
成
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ

・
レ
ン
タ
カ
ー
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
利
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築

等

中
海
圏
域
『
Ｅ
Ｖ
カ
ー
で
エ
コ
ツ
ア
ー
』
推
進

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
活
用
し
た
観
賞
用
海
水
魚
等
の
餌
生
産

中
海
の
大
き
な
問
題
は
富
栄
養
化
で
あ
る
た
め
、
中
海
か
ら
有
機
物
を
如
何
に
取
り
出
す
か
が
重
要
。
中
海
は
多
量
の
カ
イ
ア
シ
類

（
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）
が
発
生
す
る
海
域
で
も
あ
る
の
で
、
カ
イ
ア
シ
類
を
種
苗
生
産
や
観
賞
用
海
水
魚
等
の
餌
と
し
て
採
集
、
販
売
す

る
。
生
態
系
へ
の
影
響
等
を
十
分
検
証
の
上
、
新
し
い
産
業
創
出
に
つ
な
げ
る
。

（
民
間
会
社
等
の
遊
覧
船
）

急
速
充
電
器

(西
部
総
合
事
務
所
）
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西部総合県民局
23.3.18中海利活用マップ(会議検討用の参考資料)

みさき親水公園

十神山なぎさ公園
砂浜・キャンプ場
水鳥観察場 中海ふれあい公園

なかうみ農村公園
風車中海八景

中海八
景

中海八景

中海八景

中海八景

中海八景

中海八景

波入親水公園

探
鳥

探
鳥

探
鳥

探
鳥

　↓　探鳥（冬水たんぼ）

飯
梨
川

伯
太
川

浅場（下意東地区）

浅場（大崎地区）

浅場（浦ケ部地区）

水辺の楽校（本庄）

中海八景

ウィンズ米
子

由志園

加茂川中海遊覧船
白鳥海岸

　↓　清水寺・雲樹寺

和鋼博物
館

王陵の丘

道の駅本庄

森山堤防

粟島神社
米子水鳥公園

江島大橋

中海大橋

中浜港

水木しげるロード

安来干拓地

揖屋干拓地

彦名干拓
地

弓浜干拓地

崎津 (工業)

崎津 (アミューズ)

崎津 (住宅)

親水広場

日本風景街道　湖水ルート (湖水街道推進会議)

中海八景 中海八景(境港市観光協会2006.4選定)

探鳥 宍道湖・中海「探鳥・景観スポット」

レガッタ

レガッタ

ヨット

ペーロン

枕木山

武内神社

大橋川

米子城跡

湊山公園
米子港

安来港

松島

萱島

亀島

浅場（葭津地区）

　浅場造成事業　国土交通省(H22予定を含む)

　親水空間のある公園
密度流拡散装置に
よる水環境改善実
験

浅場自然再生(中海北部
湖岸全域)　藻の駆除とア
マモ場再生

承水路環境改善
浮島ビオトープ

ペーロン

大海崎堤防

自転車道(県道)

飯梨川
自然再生

浚渫くぼ地
環境修復

彦名処理地
生物多様性保全事業

自然再生・環境保全の取り組み(計画案を含
む)
　　*別途、アダプトプログラムや清掃活動がある。
水面利用(大会等一時使用を含む)

道の駅あらエッ
サ

浅場（細井地区）

　中海アダプトプログラム　　約90団体
（位置は正確ではない）

海藻堆肥化工場

旧加茂川藻刈
加茂川浚渫

中海マラソンコース

中海ライド(自転車)コースの上記以外の
部分

自転車道(県道)

ぐるっと中海バスツアー

アオノリ養殖

中海の食を広める会

海藻加工

彦名ちびっこパトロール

こどもエコクラブ

子どもパークレンジャー

子ども体験クルーズ

賢明な利用を語る
「よみがえれ、豊かで遊べ
るきれいな中海」

「中海物語」CATV放送

ラムサール湖沼

中海マラソン
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                      平成 23年 3月 23日 
                      中海会議幹事会資料 

 
 

中海市長会平成 23年度事業計画（案）について 

(中海利活用関係事業を抜粋) 

 
 
 

（１）北東アジアから世界へつながる西日本のゲートウェイの構築 

 ●境港・米子空港の利用促進 

        

（２）中海をはじめとする豊かな自然と人が織りなす調和の実現 

●自然環境の保全・活用 

① 電気自動車・急速充電器整備事業（新規） 

 自動車から排出される CO2 削減にむけ、電気自動車及び急速充電器を中海圏域で率先して

導入し、住民の環境に対する意識啓発を図るとともに、中海圏域振興ビジョンで目指す環境

重視の姿勢、さらには圏域が一体的なものであることを強くアピールしていく。電気自動車

は公用車として利用するとともに啓発活動に活用し、各市の実情に応じ休日は観光客に貸出

すなどの事業を行う。急速充電器は、30ｋｍ間内の距離で配置し、圏域内の充電ネットワー

クの構築を図る。 

② なかうみ自然体験学習事業 

 次代を担う圏域の小学生に中海の現状を知ってもらうため、船により中海を遊覧し、船上

で中海の水質や課題などを学習する取り組みを行なう。 

③ ジュニアヨット大会開催支援事業 

 中海を活用したヨットレースで、ジュニアの全国大会である「全日本ジュニアヨットレー

ス」の開催費用の一部を助成し支援する。 

 

（３）自然・人材・技術の連携による世界に誇る中海ブランドの創出 

 ●産業振興 

●観光振興 

 

（４）４市１町がつながり、あたかもひとつのように機能するまち 

 ●都市機能の連携・補完 

 ●圏域共同の情報発信 

  ① なかうみマラソン全国大会による圏域ＰＲ事業 

  名称に「中海」（なかうみ）を掲げ、圏域内外から 5000 人が参加する「なかうみマラソン 

 全国大会」の情報発信を強化することで、全国的にこの圏域をＰＲするとともに、住民交流 

   を促進する。 
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 ●振興ビジョン広報 

 ●圏域一体感の醸成   

  ① 中海ライドを通じた交流事業（新規） 

  中海を１周しながら沿岸４市１町を周遊するサイクリングイベント「中海ライド」を共催 

 により実施し、住民の交流と一体感の醸成を図る。 

    

② 中海圏域連携事業補助金 

  圏域住民の文化・スポーツ等の交流を促進する事業など、中海圏域の住民や団体が一緒に 

 なって取り組める事業を実施する団体に対し、その事業費の一部を補助し、住民交流を推進 

 する。  

●圏域内ネットワークの強化 

① 中海周遊マップ作成事業（新規） 

 中海を周遊するルートと、そこから見える景観写真を掲載したマップを作成する。周遊ル

ートから見える景観を対象にしたフォトコンテストを実施し、応募作品をマップに掲載する。 

●人材の育成 
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平成２３年度中海会議スケジュール等（案） 

 

 

１．会議開催スケジュール（案） 

 １）中海会議及び幹事会・・・松江市内を予定 

  ・中海会議（７月～８月頃） 

   ・幹事会（７月～８月頃）・・・中海会議開催１ヶ月前程度 

   ※第２回目以降の開催については、協議検討状況等に応じて、別途調整。 

 

 ２）各部会・WG 

  ・中海会議スケジュール、会議での協議結果を念頭に、４月以降適宜開催（担当事務 

   局調整） 

 

２．事務局【主務】（案） 

  ・中海会議及び幹事会 ・・・・島根県政策企画局政策企画監室 

  ・中海湖岸堤等整備に係る調整会議・・・・国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所 

  ・中海の水質及び流動会議 ・・・・島根県環境生活部環境政策課 

 ・中海沿岸農地排水不良ワーキング・グループ ・・・・米子市経済部農林課 

 ・中海の利活用に関するワーキング・グループ ・・・・鳥取県企画部企画課 

 

３．その他 

 １）各機関担当窓口（担当者）の確認について 

  ・人事異動、組織改編等による窓口（担当者）の変更も考えられるため、中海会議及 

び幹事会は事務局が、確認作業を実施。（３月下旬依頼、４月上旬に集約） 

  ・各部会、WGは確認作業を実施（３月下旬依頼、４月上旬に集約）し、中海会議事 

務局へ報告。 

 ２）各部会、ＷＧからの情報提供について 

    ・各部会、WGの事務局【主務】は、各会議の開催、会議結果等について、遅延無く 

   中海会議事務局【主務】へ情報提供する。 
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